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おいしい水と森林の関係

～ おいしい水をつくる豊かな森林をまもるために ～

伊勢市立修道小学校 ４年生

実施時期 令和６年10月

実施場所 教室、視聴覚室

時間 ２時限（45分×２）

対象・人数
小学４年生 64人
（２クラス）

講師
森のせんせい２人
（いせしま森林組合）

備考
みえ森づくりサポートセンターに
よる森林教育出前授業

めざす姿 知識・技能を身に付ける
（ 遊び・楽しむ、 親しむ、 興味・関心を持つ、 違いに気づく、 地域の課題に目を向ける）

ねらい おいしい飲み水を提供してくれる豊かな森林を守ろうとする態度を養う

内容

・丸太切り体験・マグネット作りを通じて、手鋸の使い方を学び、木の香りや肌触りを知る
・森のはたらきについて学ぶ
・丸太や木製品を手に取り、枝打ちや間伐によって、質のよい木材が生産されることを知る
・上流に豊かな森林があるとおいしい水が飲めることから、森林を大切にする心を養う

学習指導
要領との
関連

飲料水と森林保全（小学４年生社会科）
面白さ・不思議さ（小学１～２年生生活）、楽しむ（小学１～４年生道徳）、植物の体のつくり（根・茎・
葉）・比較する（小学３年生理科）、水の循環（小学４年生理科）、森林資源のはたらき・森林と人々のく
らし・森林を保全する仕事（林業）・自然災害と森林整備（小学５年生社会科）、水の作用（土砂運搬）
（小学５年生理科）、食物連鎖（小学６年生理科）、創作活動（小学４～６年生図画工作）、自然の偉大さ
（小学５～６年生道徳）、地域の自然環境と人々のくらし（小学生総合的な学習の時間）、勤労の尊さ・生
産の喜び（小学生特別活動）

準備物
サクラの丸太、年輪を数えるための丸太の切りだし面、木の葉、木材のサンプル、木工の完成見本（マグネッ
ト）、ボンド、紙やすり、丸太切り台、のこぎり

子ども
の反応

• 木をノコギリで切って、マグネットを作るのが楽しかった。
• 木の中にある丸は、１年に１個できることに驚いたし、木の年が分かるのがおもしろかった。
• 普段使っている木材や板は、たくさん手入れをして育てているからあんなにきれいなんだと思った。
• 木が大切に手入れされていることに感動した。
• こういう風に伐採していくのかな？と連想できて楽しかった。
• 木材の使い道について考えるようになった。
• 木はとても大事な役割をしていることに驚いた。
• 木は大切と思ったし、使っていきたいと思った。

学校の
コメント

• 木を切る体験は、子どもたちがとても喜んでいました。とても貴重な体験ができました。
• 森の話を通して、もっと木を使いたいと思ったり、森林を大切にしたいと感じる子どもが多かったようで

す。
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節のある板材と無節の板材を比べている様子

06
01 02 03 04 08

めざす年代ごとの姿（育成する資質・能力）

06 知識・技能を身に付ける

次ページに詳しい取組の内容を掲載



ふりかえり

森が水を貯えるはたらき

知る

年輪の幅が
違うね。

森はどれくらいの
雨水を貯えられる

かな？

知る

体験する

豊かな森が
おいしい水を
作っている。

考える体験する

この木は
何歳かな？

山からの水がおいしい理由

年輪（年齢）を数える

グラウンドと
森ではぜんぜん違う！

年輪を数えた木の葉っぱにふれる

これが
ヒノキの葉っぱ！

森のせんせいに質問

木はどれくらいで
伐るの？

山の水は
飲んでも大丈夫？

木は腐ったら
どうなるの？

３時限目は、２クラス一緒に森のせんせいの話を聞く

休 憩

切り出した円盤でマグネットを作る
体験する

磨けば、磨くほど
つるつるになる。

好きな絵を描いて
自分だけの

マグネットが完成！

１クラスずつ、２時限で２クラスが
サクラの木のマグネットづくりを体験

29

取組の内容
はじまり 森林組合で森の整備をしている森の

せんせいとの出会い

知る
ノコギリを

使ってマグネットを
作ります。

マグネット作りの説明

体験する
手で切るのって

こんなに大変なんだ！

使うのは
サクラの木

丸太切りの体験


